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質問S解答＆；fを・；蒙る
原稿にすべて二十字詰横書に願ひます。（編輯部）
質問の郵
（44）第六十四號、長岡博士の御話の中（246
頁12行目）に天丈學大の問題である三鎧差動
云々Sありましナこが心髄蓮：動ミは如何なろ事
なのでdうか、御教へ下さい。（安田辰馬）
（45）多くの星が或るものに地球へ近づく蓮
動為rし、繰るものば蓮ざかる蓮：動をするのば
地の引力のれめでぜうか、叉は自動的に動く
のでrfうか？（土田）
（46）　地球の自古するの匡何の7こめに致すの
で御座いましようか？〈土田）
（47）　前略、先日御尋り下さっ表箇易押傷の
見方な忘却致しまけこカ㌔御教へ下さいませ
んか？（YO）
（48）天髄の蓮動力學の李易精細な解説書適
當なるもの之れあり側工y著老獲行所等御敏
示相成りナこく候（茨城縣筑波郡谷井田村大字
上平御、川上政次方、私立天文學革命會）
（49）　反射望蓮鏡で、小鏡［：rp面鏡を学びろ
代りに、讐：通眼鏡用vンズの上等のものに鍍
金して凸鏡三帰凹鏡な造る1、それな用ひてグ
ソコリー又1エカyシ’グレノー式に造つナこら安で費
に且つ手輕に出來得ろpうに思ばれ沸すが如
何でぜう。（TS）
（50）　四月號t：よりikすts五センチ鏡が二
三十圓で求め得ろilの事でしカが、其の販費
所たお知らぜ下さい。それから其の試験農も
論考迄にお知らぜ下さい。又火星の瀞Pラー
キヤソプなごが襯えますかごうか？（TS）
解答の部
（42）佛國に於けろ製作所匡可なり澤山あり
ます。名高い古い店でば、
　Secretan　i　s　l，　Boulevard　Auguste－Blanqui，
　　　　　r51　Paris　（XIIIE　）
20センチまで各種のものが作られて居ります
主曾して素人用のみで多年妊評です。
　G．　Prin．　s　6，　Boulevard　Arago，　s　6，
　　　　　Paris　（XIIIe　）
ゴーチェー祀：の後均で10センチまで作られ濁
逸式の器絨です、此の會酬工寧ろ子午儀子午
環等の精密器械えP得意Eします。此れ以外
Bard。11も有名です、爲眞レンズで知られて
居る〃ラウスのものが理在東京の淺沼爲眞店
に來て居ESの事です、佛のも刎工故ヘン1）
一兄弟の大口径鏡の外良好なものにないSい
ふ批評た聞いナこ事があります。脅分も可なり
多数佛國のものか見ましプこが此の批評ほごで
はあり皇ぜん。悪いミば言ひまdんが英米の
一流のものe比i咬すれば劣ります。（中村要）
事i務室より
　本妻の負債整理も會員諸氏の熱心なろ御同
情によって剃表の如く寄附金が集まりましナこ
こ書た御鐙申します。
　創立以來一今日（五月末日）迄の未半金が
合計￥2762・66ありますが未牧牛費、廣皆料
及寄附金等か差引く定置額￥878・76の債務た
負ふて居ろ事：になります。これだけに是非皆
さんの御寄附にまつより他に返濟の方法ぱあ
りまぜん。こうか愛する會の將來の爲切に諸
氏の御奮起を乞ふ次第であります。
　次に此債務の徹底的整理の爲に會費未納者
にば野畑獲行直後集金郵便をかけますから本
部俗事者の苦衷か御諒察下さって写譜期間1内
に是非御意込下さい。
　術前金切でない方でも本年末迄納って居な
い方には全部通知い1たしますから御携込下さ．
い。
（注　　意x
　一一ケ月五拾鏡の割で若し一ケ年分前沸なら
　ば五号に割引する。、
愚 憺
　『星は満洲の特藩なり』ε言ふ事を護
罪しましナこ。
七月十三日
大蓮にて　山本一清
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。岡山支部五月通繕
工太陽の観測〇五日叛本襲四型琉宅N九日中
　陽新報肚、岡山高等女帯校長宅0
2．天膿概二男〇五日阪本氏宅、九日妹尾盛親
　氏宅、十六口岡山商業學校長野田一一氏宅、
　岡山黒門二品校長宅。
3，天界研究會〇九日宮原幹事宅で開催。
4．気丈講演會〇十三日午後一時から六高科學
　會の主催でs天工講演會が催され・下記の
　講演があっ710揚所匡第六濤i等學校O
　工．星　　　　　　　　會員　奥田　毅氏
　玉．天明豪について　　幹事　水野千里氏
　L太陽の表面1こ起る現象［こついて
　　　　　　　　　　幹事　宮原　弔慰
5．ラヂオで憶演聴取〇十日關西中樋里備附の
　ラヂナで山本博士の「太陽系の溝造」たミカ
　ド野里野上カミ罫語回しすこ。
　　　　　　　　　囹
出本先生
　「肉眼で見える亙の研究」で先生の御主平な
される天文同好會な知り早遽にミ此六月より
會員ビして戴きまし71信州の者で御座いまず
御承知の如く私共の國匡重一六ろ山岳の國、
敦れ向いても角叉山で轟付く詐りの園庭、所
自慢で山紫水明の、環境が自ら剛毅の氣為養
ふの芝申して居りますもの、箱庭的の山紫水
明、人を容る、こSの萬來ない四馬天狗式の
氣宇、四海比隣の量の中、何等の人生に儂値：
なきか痛感ぜすにば居られないのであります
　庭が星座に親しむ檬になりましてからit人
生の眺め方に就てまで非常に影響して墾りま
しナこ、人の世の中の絵りに見え透いナこ態に心
のこん底迄飽き飽きしプこ私に匡想像して見う
さへも物凄き迄に感こらろS宇宙の廣大無湯
地上の花なごの及びもっか沁み空の花の世界
の粛粛さ亡奥床しさSで胸一杯であり豪す、
近頃に於てば友に途ろ一葉の葉書［：さへもカ
“7オペやアンドロメダ乃至ば織女早牛の文字
の入らない事匡ない程になりましブこ。（来田慨）
　　　　　　　　　囹
山本先生！
　昨夜i工白根、輻島、阿部の三君s共に會員
近藤巻藏君の宅へ出掛けて行き、ラヂナにて
始めて先生のお旗」こ接するこSの嵩來糞こぜ
it誠に嬉しいこsであります。蓮1い北國の一・
＄1こて電磁i波：の齎ぜる先生のお話力s本當［こ貞了
しくありましプこ。レグルスのお話し等が面白
くきかれましナこ。丁度あの時分月ばやis．　vj札
幌でも美しく輝いて居りま『しナこ〇
　三月十匹i日アインシュタインがウルムの町
へ生れナこ日であります◎本年の此の目、繭島
君が始めて水星かみましナこ。私も彼の手紙に
よって十七日の夕ほれて始めて水星をみるこ
Sが毘來ました。Uペルニカスのこ定等考へ
ながら自分もまあ幸心であっナこなあS二つ六
こ口て居ります〇
　九日間の試瞼も昨日で終りまし7こが、未だ
製圖が二枚も残って居りますから四月になら
なければ呑氣な氣分にばなれまぜん〇四月に
は少し窪き・く會ゐgしナこいミ，思って居ります〇
　三月二十五口夕札幌にて　　　来田勝彦
　　　　　　　　　囹
　（一ヒ略う夕方の空に金一正ミ木星定が美しくぎ
らついて居るのfleみる書一目のつかれliなく
なります。家へ戻って望遠鏡で星々為みるS
き私の心匡まるで浮き六って大陽系からSぴ
さりあの晴れた夜に空た取りかこむ銀河系へ
亡想ひ准よするのです。其れから忌んでに
Spiral　Nebulaeの島宇宙説まで工んで行くの
です。然し遂に蛯の宇宙の有限が無限の問題
にぶつかります。私にば此の字宙が有限だ亡
しか考へられまぜんが先生の御読1工如何でd
うか。私の尊敬すろ伝話者の一人Sしてボア
ンカV一の名為知って居ります。彼の著しa
Va］eur　de　La　ScienceのL，Astronomieの中に
幾多の味ふべき言葉の存するの為みていつも
愛：責し闇て屠ります○一来田勝彦
　　　　　　　　　團
山本先生
　田舎の夜の空財各溺です。今夜も美にしい
黄道光が；其の互盤な褒にしてゐます。頂黒占［t
ブこしかにプソアデスな五度に突破し（ゐます
　太陽の襯二戸三月の初めから癬糠して居り
ます近い内に天界に何か書かして頂きます。
　　　　　　　　　　　一小横孝次鄭一
舞啓
　先日に御いそがしいのに、御無理な御願ひ
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州いずこしましV（　N先生の御足為εゾめれこt
にまこミにすみまぜんでし才こ○
　御かげで立派な講演會准ずるこピが出來7：
ので、一同大い［：喜んでゐます。惜しいこS
に時間が少なかつすこので、思ふ檬に活動出來
まぜんでしずこ。あの面白い講演ももつt績け
ていナこS“きかつナニのですO
　先生葎御町りして、師範へ麟って見るS、
あの立派な四吋を校庭に持ち出して、衝たわ
っか過ぎずこ土星か皆に覗いてゐ2し7こ。當夜
のシー’イングに絵りよくありまぜんでし7こが
一般の人の心fieうばふのに充分です。少しの
こ重星ビ、こ亡のリング。ネビユラやM13等
聖講驚雅乏禁翻耀雪華i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I見まし7：0　　　　　　　　　　　　　　　1
・あの會合で會員もふへますしN一般の趣味1
も少しば喚起されろits’でず。あの四吋な中
心にして支部を置かれるのも間もないこビで
ぜう。；其；際（t改めて陣容7セずこ一て：な【まし一も先生
の面白い御講融々御願ひし賄いビ考へてるま
す先ば御弾まで拝具
　五月十九日　　　　　　姫路　岡田掌雄
　山本先生机下　　　　　　　　　　　　　i
◎恒星羅の天文學
　　京都帝國大學敏二二學博士　山本一清述
序論　星の観察法と其の準備
　イ、天球の概念一天球、赤道座標・銀河
　　座標、相醤座標、諸種の三二
　ロ、星座E星名一星座の獲達史．、星の：名
　　星圖、星の目標、篇眞脚部
　ハ、天騰運動の概念一ニウトン引力、諸
　　種の軌道、モデルビしての太陽系
　二、天職の種類一遊星界、恒星界
第一講　星の光臨と敏
　／、星の光度一光階、光度の齪測法、光
　　面目鎌
　ロ、星の敷一星の数の藪へ方、星の敷の
　諸法測、星の分布
第＝：欝　星の色とスペクトル
　イ、星の色一色階、色指数、襯測法
　ロ、星のスペクトル分類一セキ式、ハー
　　ヴード式、新種、目錐
　♪＼星のスペルトルの研究法一星の化學
　　分析、光力測定、覗線運動の観測
第三講星の運動
　イ、固有蓮動一言の算出法、目録
1第八講　宇宙と其の構逼
　　／、銀河一斗の歩き・さ、構造
　　ロ、銀河以外一マセラン雪、大宇宙、小
　　宇宙
　　ノ＼天騰ビ宇宙の逓化
　ロ、親線田下一研究法、紹封蓮鋤
第囲講　二重星、多重星
　イ、二重星一分類定数、蓮星の蓮動、蓮
　　星の軌道、三重星其の他、目録
　ロ、分光蓮星罪名測法、軌溢、目録
第鷹講慶三星
　イ、分類一一光度曲線、分類
　ロ、蝕攣星一分類、軌道、撒
　ノ＼セブアイ星一現象、数、物理
　二、長週期星一
　ホ、新星一光度曲線、物理
　へ・“子規則星
第六講　星團と星聾
　／、分類一齪察法、分類法、目録
　ロ、星霜一一散開風前、心立星團、進行星
　　群、tW　rt分布
　ハ、星雲一ガス星雲、遊星形星雲、渦形
　　星雲、数ε分布
第七講　天工の距離
　イ、三角測量法一子午環法、測徴法、へ
　　）Jナメー　Pt　・一法、爲眞法
　U、間接法一蓮；動法、連星法、分光法
事務室より
六月中、同好會への寄附金の芳名た錫げる筈
でしナこが、紙薗に飴裕がありまぜんので來月
號にまわします。何ミぞあしからずo
SJNNNVNAtVVVVVVN－vXIVVVVvVKt．
　　　月　の　光
　　しっかにてらぜる
　　月のびかりの
　　なごか絶間な．く
　　ものおもIiする
　　さPけきそのかげ
　　こゑになく書も
　　みろひ定の胸に
　　咽び入るなり
　　　　一肌　村一
